
第 3回 青葉通駅前エリアのあり方検討協議会 議事概要 

 

日  時 令和 4 年 7 月 15 日（金）13: 00～15: 00 

会  場 TKP ガーデンシティ仙台 ホール 30B 

議  題 第 6 回・第 7 回 WG の協議経過、社会実験の実施について 

１．開会 

２．第 6 回、第 7 回 WG での説明事項 

 ・これまでの検討状況と今後の進め方 

 ・市民参画イベント結果報告 

・社会実験（利活用関係） 

・社会実験（交通量調査等） 

・社会実験期間中の交通規制 

・規制・誘導・周知 

・社会実験時の渋滞対策等（案） 

・社会実験までの今後の予定  

３．意見交換 

４．閉会 

配布資料 次第 

【資料 A】本日の座席表 

【資料 B】協議会委員一覧表 

【資料１】第３回協議会 

【資料１－２】これまでの経過を踏まえた社会実験の内容について 

【資料１－３】社会実験コンテンツ一覧（現在調整中） 

 

【利活用】 

◯主な意見等 

【社会実験（利活用関係）】 

（委員意見） 

・情報発信にあたっては、将来広場化されることが決定したと誤解されるような情報発信は

止めていただきたい。 

・社会実験は青葉通の広場化のためではなく、将来のために行う施策に対して今回の社会実

験の結果が生かされるという理解でこの場に臨んでいる。 

・歩道の拡幅は両側平等に行うべきではないか。 

 

（事務局回答） 

・広場化については、合意いただいているという認識はない。 



・情報発信の方法については、十分留意する。 

 

（委員意見） 

・利活用コンセプト案の「ひととなり」という表現について、第 7回 WGで違和感がある

ため、見直しをした方がいいのではないかと指摘を行ったが、その後の検討を踏まえて

決定したということでよいか。 

・広場化にも様々な種類があることから、青葉通エリアのひととなり等を考えた中で、この

ままで良いのかといったことを検討することが、本来の目的である。 

・様々な経緯があるが、青葉通が盛り上がってほしいという思いは皆同じである。 

・東日本大震災時に、駅前に人が溢れた経験をしている。人を回遊させることは賛成と考

えているが、全ての機能を青葉通に集約することは望ましくないと考えており、仙台の

様々な場所に都市としての盛り上がりがあってもよいのではないかと考えている。 

・現在の利便性を尊重しながら、歩行者天国など柔軟な対応をできることが仙台駅前のあ

るべき形なのではないか。 

 

（事務局回答） 

・「ひととなり」という表現に対しては、受け手側が違和感等を持ってもらうことをきっか

けに青葉通りのことを考えてもらいたいということもあるので、この表現としている。 

 

（学識経験者意見） 

・今後の青葉通を検討する上で、社会実験を行わないと現状の材料がなく、検討の幅が狭

い。社会実験を行うことで、今後の可能性を見極めることができると考えており、何が

できて、何ができないのかの議論の幅を広げるための材料となる。 

・今回の社会実験は、目指す形があってそれを検証するためのものではない。 

・駅前が玄関であるため、駅前のポテンシャルを上げることが仙台市全体の活性につなが

ると考えている。 

 

【社会実験（交通量調査等）】 

（委員意見） 

・万が一、社会実験期間中に大渋滞が発生した場合に、途中で社会実験を中止にすることは

あり得るのか。 

 

（事務局回答） 

・道路状況にもよるが、急遽中止することによる混乱等も考えられるため、渋滞発生時期等

を総合的に勘案し、県警とも調整しながら対応を検討予定である。 

 



（委員意見） 

・バス発着状況調査のアングル④については、社会実験期間中にバス停を移設予定のほうげ

つビル前のバス停が映るようなアングルとしていただきたい。 

・交通量調査のビデオ観測調査：アングル②について、調査指標は何か。 

 

（事務局回答） 

・各アングルは、調査目的を踏まえて検討中である。 

・アングル②は社会実験区間への誤侵入や急な車線変更を観測する予定である。 

 

（委員意見） 

・宮城交通の都市循環バスについてルート、降車場を教えてほしい。 

・ルートは、「仙台駅→社会実験区間西進→中央一丁目交差点右折→愛宕上杉通り北進→錦

町公園前交差点を左折→定禅寺通り西進→春日町交差点左折→晩翠通り南進→晩翠草堂

前交差点左折→青葉通り東進→仙台駅」であり、降車場は後日公表予定である。 

 

（委員意見） 

・南町通から駅降車場を目的地として進入してきた車両は、駅降車場へ入庫することが不可

であるため、混乱すると考えている。 

・隣県も含めて混乱を避けるような周知をお願いしたい。 

 

（学識経験者意見） 

・社会実験期間中に想定される混乱に対しては、事務局で事前の広報等の対策をお願いした

い。 

・ワーキンググループにおいて指摘等あった部分については、次回のワーキンググループや

協議会にて、その対応結果の報告をお願いしたい。 

 

（事務局回答） 

・案内看板・路面表示・カーナビへの情報提供を行い、混乱が発生しないような対策を実施

する予定である。 

 

（次回の開催日程） 

・次回の協議会は、８月下旬に開催予定 

 

 

以上 


